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＜連絡事項＞

· 忘年会不参加届けの提出日が10日までとなっています。当日、業務または私用により出席できない方は不参加届けを幹事へ提出して下さい。なお不参加届けを提出しなかった方についてはキャンセル扱いになり、積立金から会費を徴収されますので提出をして下さい。

· 感染性医療廃棄物のボックスですが、ボックスの在庫がなく庶務チームに確認した所業者へ発注中であり月曜日に入るとの事でした。月曜日まで不便だとは思いますがＢユニットへ捨ててください。協力お願いします。
· 来週の月曜日から出貝スタッフが復帰します。

＜患者様連絡事項＞

· 田中　金太郎様～以前ＭＲＳＡの既往歴があったとの情報あり主治医よりイソジンガ

ーグル1本処方あり、毎食後に含嗽実施の指示あります。感染の防止に努めてください。

· 小熊　哲郎様～発熱続いている事から主治医に情報提供し、合成抗菌剤（クラビット）

　　　　　　　　　と総合感冒薬（ＰＬ顆粒）が3日分処方となりました。発熱状況・日

課状況の確認をお願いします。

· 石塚　文明様～昨日、準夜帯より37.0℃～38.0℃台の発熱あり、痰がらみ見られてお　

り、適宜に吸引施行している。本日、9：00に意識レベルの低下あり、血圧測定時、測定出来ず触診で行っており、血圧の低下も見られている。問いかけには反応あるが刺激には反応鈍いです。酸素飽和濃度75％に低下あり吸引行うも改善見られず顔色不良見られている。主治医に上記状態を報告し酸素５ℓ開始し経管栄養は中止とし内服は経管から服用させるよう指示あり又点滴24時間キープで4日分処方となっています。現在の状態を弟様へ報告し、12：45に面談を行っています。弟様からは以前、急変時は専門病院への転院希望ありましたが、主治医より現在の状態では転院の必要性は少なく、例えば、腸閉塞などを起こしているのであれば、すぐに外科への転院が必要ではあるが、現段階では他病院の内科に転院とまではいかなく、当院での治療で対応できる事を説明している。また、現在の状態としては数日前より経管のほうを開始しており肺炎という事も考えられるが、検査値の異常はないとの説明あります。説明に対しては、弟様も納得しています。

今後については、転院必要時は主治医（医師）と相談した上で決めて行くこととし、急変時は当院で出来る限りの治療をして下さいとのこと。また、予測不可能な急変時の可能性も考えられるため、場合によっては当院で看取る可能性もあること説明し、弟様より了解得ています。急変時の連絡について、自宅に電話をかけても繋がらない時は携帯にかけてくださいとのこと。携帯番号「080-1840-1640」なお、携帯は家族が持っており弟様が持っているわけではないとのこと。電話の際は弟様（石塚利明様）の名前を言うと繋いでいただけるとの事でしたので注意して行ってください。

＜措置患者様検討＞

· 久保　清美様～日課時、妄想様の発言や奇異な行動は見られていない。現在は無いも

被害妄想訴えや被害的な発言がある時は訴えを傾聴するようにしてい

きましょう。また低血糖・高血糖症状は見られていないが引き続き観察をしていきましょう。

・安達　貴浩様～タバコは自己管理しており、他者とのやりとり等が見られた場合は即没

収である事伝えています。介入時のイライラした様子は見られていない

が、他者へあたったり隠れて壁を蹴るなどの行動が出てくる可能性があ

ります。訴えられた際は話を聴き、行動化しないで経過できている事を

評価し、行動化したときは環境の調整等を行なっていきましょう。

・佐々木　尚子様～レストランでの食事摂取を拒否される事多く、合併症室で食事を摂る

事あり主治医より朝食をレストランで摂取できる事が出来たら、合併

症室で食事を摂る事を許可するとの事でした。スタッフを言動で操作

する方ですので、一貫した対応を行っていきましょう。また他者との

トラブルも考えられる為日中の様子を観察し訴えあったときは傾聴し

ていきましょう。
・川村　和則様～依然として新人のスタッフに対し暴言聞かれている。粗暴行為は無い。今後、本人の状態を観察し暴言や粗暴行為あるときは介入し話を傾聴していきましょう。













